
棉の摘芯予備試験
町田博，倉嶋留次郎，

目的陸地棉の蝋を促進い開綱轍を多ぐするために摘芯が行われるが，当地tlC・teける

　　　　その適期を予備的に知るため，

試験地　学内農楊

播　　種　5月13日に播種　全2ユ日に発芽し始め，全2呂日に発i茅が揃った。

試験区　　上記に播種した棉晶櫨保存圃中の膨也棉5品種の・それぞれ生育の揃った5株を選

　　　　び，次の3区を設けた。

　　　　第ユ期　8月20日摘芯

　　　　第績期　9月　4日〃

　　　　eg　3期9月12日〃

摘芯方法　各期に細いて，主茎は漕花最上段の上で摘芯し，結果枝は清花節位の先で摘梢した。

成熟調査　11月2日までに開紮した朔を漸次収機し，以后株を抜取って圃場に鉛き・12月36

　　　　臼tc後熟開糺たもの（木採励と糊累務備査した。

成　績摘芯時に澄ける各品種の生育状況は次のようである。　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　摘悉時の生育状況
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　上表でみると，Pt　1期区，　ag　2期区，第S期区と順に蕪長b結果枝凱花数は増進しているの

が当然であるが，花数に異常をみたのは落齋のため．℃あろう。

　ζの表から5品種問の生青をみると，King　et　improved，　Expr⑤esの生育が進んでい

て，Stonvilzrdltsくれているし，唐棉の生育が悪かった。　　　　　　　　　　　tt1　／／

　次に成熟調査の成績をみると下表のようである。

　　　　　　　　　　　　成熟成緻
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第　1　回

W月20旧

8七〇nwi1ユ
j加g’ei皿Pr。vθd

C馳pre卵
coユfO　8

a@　　　棉

1←5
P．4
Hみワ

FL2
FL．ユ

ユ岳燭　1

P617
P9．4，

P6；，ユ

P2噌ヴ

7ケb5
盾W．0
W4，．0

W2の6
W0噂9

1憐4
Rb　8

?Dユ
?P．在

?k　4，

　　駒
?Dユ

潤D4
O．ワ

潤D7
O．4

平　　　　　　　均 ：L夢4 ユ5層．8 80．6 ユゆ　6 o．7

　■

K　2　回

X月4日

8鴬Oロッiユ1

jing窟臼　i田provrea

dXPre臼8
ceユfO　8

a@　　棉

工を0

P．「7

FL」4，

P」4
?焉ｫ

16．っ5

@9。4，

?T．3
ｫ6．9
P2電1

ツ5トユ

U5P3
盾Oρ8
W◎順1
VツLユ

5．．ユ

P聾9
T1．9脚ユド　7

?ﾁ　4，

1。｛3

?D6
?D呂

?ｵユ，

?Do
平　　　　　　　均噛 16呂 14㌧o 》3．7 2パ4 ユ．呂

第　3　回

X月1勘日

Sto捻vill
jingl8　imPrOV6d
dXPre臼8
ceユfO臼

a@　　棉

2ゐ4，

{レ↓

Qも1
Q．ユ

Q．ユ

15喝0
@9。4，
@［γ，．6

P1．礁
@6．ワ

5r7帰5
�Xσ5

ｶ6．6
T7御0
T9ψ4，

5滞5
T．「7

Q褥0
Q．「7

T．4

呂．4

R．7
S．6
T．ワ

艨Dウ

平　　　　　　　均 2，島 ユe．o 5Gし0 一　呂。5 4．o

1　　上表でみると，第工期区，第2期区，第5期区と傾を追って開聚覇数と開紫率（開紮繭数÷開

　　花数x、・。。）ともva少なくなり，未蝋覇数は多く加聴り・第嘲縄地に鮒る摘tw

　　期として適しているようで、ある。

　　　殊にKi　ng　S’imProvedとExpreSSは開墾覇数と開聚率がともに第2期に著して下って

　　いるところから特に摘芯は早h方がよいと考えられる。
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